１、このたびの総選挙で、比例近畿ブロックでは、得票数９９２，１４２票、得票１０．７５％で、定数２９議席中、石井いく子、こくた恵二、吉井英勝の３氏の議席を確保したものの、５議席から後退。全国では９議席となり、現有２０議席を守り抜くことができない残念な結果となりました。

２、私たちは、「政党選択の比例を軸に、攻められた陣地から押し戻す」ことを目標に宣伝、対話・支持などに取り組み、４百５８万票（７．８％）を獲得しました。これは、「自民か民主か」との洪水のようなマスコミの大攻勢の中でも、全ての議席が、民意を忠実に反映する比例配分ならば、日本共産党は３７議席となる力強い支持を寄せていただいたと思います。

	
	今回
	前回（２千年）ひやま
	２千１年参院比例
	今回と参院比例との差

	
	得票数
	得票率
	得票数
	得票率
	得票数
	得票率
	

	酒井しんいち
	157
	3.55
	230
	8.11
	――
	――
	

	比例区
	230
	5.71
	416
	11.06
	223
	6.63
	＋７


３、甲良町では比例は２３０票、前回（２千年）４００票より下回りましたが、小泉旋風にあおられた２千１年の参議院比例より７票ですが上回りました。また、小選挙区では、酒井しんいち氏が１５７票、前回ひやま氏の３３０票から１７３票減となり、日常の浸透が弱かったことを示しました。

４、力およばず、このような結果となったことは、非常に残念ですが、この選挙でご支持いただいた有権者のみなさま、日夜をわかたず、つくしていただいた党員、後援会員、読者、支持者のみなさまに心からお礼申し上げます。ほんとうに、ありがとうございました。
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５、みなさまのご奮闘、ご協力に応え、来年夏の参議院選挙にむけ、そして、まじかに迫った甲良町議会選挙で、町民の方々の期待に必ず応えるため、さっそく今日から、新たな出発を開始します。これらの活動には、みなさまのご協力、ご支援で築いていただいた貴重な財産をいかしてがんばります。

６、総選挙の総括は党内外のみなさまのご意見もお聞きして深めてまいります。ぜひ、積極的なご意見などをお寄せいただきますよう、よろしくお願いいたします。

７、自民党政治を根もとから切りかえ、「国民こそ主人公」の日本改革をすすめ、巨大企業応援の政治から国民のくらし応援の政治へ、アメリカ言いなりの外交から自主独立・平和の外交へ、消費税率引き上げや憲法改悪の計画をくいとめるために力をつくすなど、選挙でかかげた公約の実現にむけて、全力をあげます。

さらに、１月に予定している日本共産党第２３回党大会にむけて、さらに強く大きな党づくりをすすめる決意です。

ご奮闘、ご協力、ご支援、をよろしくお願い致します。

２００３年１１月１０日

日本共産党甲良町支部
　代表　西澤のぶあき
消費税率引き上げ阻止、憲法９条守り、国民の願いに根をはり


公約実現めざし、がんばります。








目前に迫った町議選で、みなさんの


期待に応え、全力。ご支援お願いします。





日本共産党の見解を紹介します














